
しばやまイベントレポート
長寿を記念して百歳高齢者表彰
　10月23日、麻生町長が今年度に100歳を迎
えられる2名の方を訪問し、内閣総理大臣から贈
られたお祝い状と記念品を贈呈するとともに、ご
長寿をお祝いしました。受賞された𣘺本とりさん、
大木千恵子さん、おめでとうございます。皆さんこ
れからもますますお元気で、長生きしてください！
※今回の記念事業は、100歳を迎える高齢者の長
寿を祝い、多年にわたり社会の発展に寄与してい
ただいたことに感謝する「100歳高齢者表彰」と
なります。 ▲麻生町長と大木千恵子さん

◉「しばやまイベントレポート」は身近な町の情報を伝えるコーナー
です。皆さんからの情報をお待ちしています。

総務課　情報公聴係　☎０479（77）3921

「千産千消」と「国消国産」運動

▲空の駅風和里しばやまのバーベキュー会場

▲給食を楽しむ児童たち

▲大健闘の若き侍

芝山町青少年相談員連絡協議会
スポーツ交流会＆バーベキュー
　9月28日、芝山町青少年相談員連絡協議会によ
るスポーツ交流会が行われました。
　この事業は、スポーツの体験を通して、青少年
の自主性や社会性の育成を目指すことなどを目的
としています。芝山町福祉センター「やすらぎの
里」で、芝山小学校の児童2１名が４チームに分
かれ、モルック大会が行われ、初心者も経験者も
一緒になって、とても盛り上がりました。
　お昼は、空の駅風和里しばやまのバーベキュー
場で、相談員と一緒にバーベキューをしながら交
流を深めました。

　11月17日、給食の「千産千消」献立の実施に
合わせて、JA山武郡市から「国消国産」運動の
一環として寄贈されたお米が使用されました。子
供たちからは、お米が甘く感じる、野菜が食べら
れたなどの声が上がっていました。

第58回青少年育成剣道大会
　9月28日、銚子市にて開催されました。
成績　中学生男子個人の部　優勝　萩原　蓮太朗

令和7年度山武郡市秋季大会
　10月4日、山武市にて開催されました。
成績　男子団体　芝山中学校　３位入賞
　　　男子個人　優勝　萩原　蓮太朗
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殿
部
田
の
お
囃
子

復
活
に
向
け
て

　
巫
女
の
舞
は
、
芝
山
町
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
殿
部
田
の
お

囃
子
」
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て

い
ま
し
た
が
、
担
い
手
不
足
な
ど
の

影
響
で
、
10
年
ほ
ど
前
を
最
後
に
演

奏
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
第
40
回
の
節
目
の
年
に
、巫
女
の

舞
の
お
囃
子
の
復
活
を
目
指
し
協
力

し
た
い
」
と
、
有
志
か
ら
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
殿
部
田
お
囃
子
保
存
会

も
こ
の
声
に
応
え
る
べ
く
、
一
緒
に

稽
古
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
の
顔
合
わ
せ
は
9
月
17
日
。
殿

部
田
の
集
会
所
に
集
ま
っ
た
保
存
会

の
会
員
と
有
志
は
、
あ
い
さ
つ
も
そ

こ
そ
こ
に
さ
っ
そ
く
稽
古
に
入
り
ま

し
た
。
保
存
会
の
皆
さ
ん
も
久
し
ぶ

り
の
演
奏
で
探
り
な
が
ら
音
を
出
し
、

有
志
の
皆
さ
ん
と
の
共
同
作
業
で
お

囃
子
の
形
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
巫
女
の
舞
の
練
習
が
始
ま
る
と
、

保
存
会
会
員
と
有
志
で
演
奏
を
行
い
、

練
習
を
サ
ポ
ー
ト
。
久
し
ぶ
り
の
生

　
は
に
わ
祭
と
い
え
ば
、
古
代
人
に

よ
る
巫
女
の
舞
。
こ
の
舞
の
際
に
演

奏
さ
れ
る
お
囃
子
が
今
回
の
は
に
わ

祭
で
久
し
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

演
奏
で
の
踊
り
に
、
踊
り
指
導
の
先

生
方
も
感
慨
深
い
様
子
で
し
た
。

　
は
に
わ
祭
当
日
。あ
い
に
く
の
雨

模
様
の
た
め
降
臨
の
儀
は
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。そ
の
よ
う

な
中
で
も
、長
い
間
一
緒
に
音
を
重

ね
て
き
た
保
存
会
と
有
志
の
皆
さ

ん
は
息
の
合
っ
た
演
奏
を
ホ
ー
ル
に

響
か
せ
ま
し
た
。そ
の
後
芝
山
仁
王

尊
、芝
山
公
園
内
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
、最
後
に
も
う
一
度
芝
山
文
化
セ

ン
タ
ー
で
演
奏
し
、古
代
人
た
ち
は

昇
天
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
保
存
会
の
方
は
「
も
う
お
囃
子
は

継
続
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

一
緒
に
演
奏
し
て
く
れ
る
有
志
が
い

て
と
て
あ
り
が
た
い
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

有
志
の
ひ
と
り
・
山
室
輝
美
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
多
く
の
人
々
の
思
い
と
行
動
が
重

な
り
、
は
に
わ
祭
40
周
年
の
年
に
殿

部
田
の
お
囃
子
は
再
び
地
域
に
響
き

渡
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
番
で

は
、
「
生
演
奏
の
お
囃
子
に
合
わ
せ

て
踊
る
巫
女
の
舞
を
観
ら
れ
て
良
か

っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
後
は
、殿
部
田
地
区
の
人
々
を
中

心
に
町
全
体
で
お
囃
子
を
守
り
、次

世
代
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

令
和
8
年
度
の
は
に
わ
祭
に
向
け
、

お
囃
子
を
演
奏
し
た
い
人
募
集
中

　
殿
部
田
の
お
囃
子
を
継
承
し
、
来

年
度
の
芝
山
は
に
わ
祭
で
一
緒
に
お

囃
子
を
演
奏
し
て
く
れ
る
人
を
募
集

し
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
居
住
地
、

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆

で
楽
し
く
演
奏
し
ま
し
ょ
う
。
興

味
の
あ
る
方
は
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
随
時
募
集
し
ま
す
が
令
和
8
年

1
月
31
日
で
い
っ
た
ん
締
め
切

　
り
ま
す
。
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殿
部
田
の
お
囃
子
と
は

　
殿
部
田
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

お
囃
子
で
、
本
来
は
獅
子
舞
が
伴
う

も
の
で
し
た
。
毎
年
8
月
6
日
に
日

月
神
社
で
、
台
風
の
被
害
を
受
け
ず

収
穫
が
多
い
こ
と
を
祈
願
す
る
「
鎮

風
祭
」
で
演
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

楽
器
に
は
、
大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
大

鼓
、
小
鼓
、
笛
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

お
囃
子
の
曲
目
は「
馬
鹿
囃
子
」「
矢

車
」「
磯
辺
」「
小
囃
子
」「
大
漁
節
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
平
成
3
年
6
月

3
日
町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。

▲メインステージで演奏する保存会と有志の皆さん

上：かつて鎮風祭で使用していた獅子頭
下：曲目が書かれた紙

▲申込み専用フォーム
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